






























田口ら（2006）は初任者 FDに関する課題を整理することを目的に、着任後 6年以内の教員 103名を
対象に初任者の不安に対して調査を行った。 
初任者の不安については、教育方法に関する不安 15項目、学生に関する不安 15項目、教育システ
ムに関する不安 10項目の 3因子合計 40項目から構成される大学初任者不安質問紙（中村ら, 2004）
が使用された。その結果、「研究活動との両立に関する不安」、「授業内容に関する知識を自分が十分に
持っているかどうかに関する不安」、「他の授業に劣らないような授業ができているかについての不安」
の順に初任者の不安が高いことを示していた。各因子得点を教員経験 2年未満と 2年以上 6年以内の
教員と比較した結果、全ての因子で初任者の不安得点が有意に高いことが示された。またそれぞれの
教員群の質問項目の平均値と質問項目の中央値 2.5点と比較したところ、教員経験が 2年以上 6年以
下の教員については研究活動との両立に関する不安のみが有意に高かったものの、2 年未満の初任者
は「授業中の話術に関する不安」、「学生の興味にあった授業ができているかに関する不安」、「大人数
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